
納付書の記入のしかた 
 

 ・納入書への数字の記入は、右の標準字体を使ってください。 

 ・合計額欄を修正したものは金融機関等で受付できませんので、予備の納入書をご使用ください。 

 

１．税額に変更がない場合…納入書には何も記入せず使ってください。（納入すべき金額が納入金額(1)と同額の場合） 

 記入例① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・納入すべき金額と同額です。 

標準字体  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

2 10 123456 35,000 2 35,000 123456 1 0 1 2 3  4 5 6 35,000 

2 11 11 2 11 11 2 11 11 

美幌町字東２条北２丁目 
092-0052 

㈱ ○ ○ 物 産 

美幌町字東２条北２丁目 
092-0052 

㈱ ○ ○ 物 産 

美幌町字東２条北２丁目 
092-0052 

㈱ ○ ○ 物 産 

2 10 



 

２．税額に変更がある場合…納入金額(1)の欄を横線で抹消し、納入金額(2)の給与分の欄に納入すべき金額を記入してください。納入金

額(2)の記載を誤った場合は、予備の納入書を使ってください。（納入すべき金額が納入金額(1)と異なる場合） 

 

 記入例② 

 ★10 月分月割額を、35,000 円から 50,000 円に変更する場合（特別徴収税額の変更は税額変更通知書で通知いたします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 0  4 5 6 1 2 3 35,000 35,000 35,000 

・横線で抹消します。 

・￥記号は記入しないでください。 

・枠をはみ出さないように十分使って、標

準字体を参考に記入してください。 

5 0 0 0 0  

5 0 0 0 0  

5 0 0 0 0  

5 0 0 0 0  

5 0 0 0 0  

5 0 0 0 0  

2 10 123456 123456 2 10 2 

美幌町字東２条北２丁目 
092-0052 

㈱ ○ ○ 物 産 

美幌町字東２条北２丁目 
092-0052 

㈱ ○ ○ 物 産 

美幌町字東２条北２丁目 
092-0052 

㈱ ○ ○ 物 産 

                         



 

３．納入書を書き間違えたり、汚したりした場合…納入書の綴りの最後にある予備の納入書をお使いください。 

 

 記入例③ 

 

 

 

 

 

 

 

1 0 123456 123456  4 5 6 1 2 3 

・該当年月を記入します。 

・￥記号は記入しないでください。 

・枠をはみ出さないように十分使って、標

準字体を参考に記入してください。 

3 5 0 0 0  

3 5 0 0 0  

3 5 0 0 0  

3 5 0 0 0  

3 5 0 0 0  

3 5 0 0 0  

2 10 2 10 2 

美幌町字東２条北２丁目 
092-0052 

㈱ ○ ○ 物 産 

美幌町字東２条北２丁目 
092-0052 

㈱ ○ ○ 物 産 

美幌町字東２条北２丁目 
092-0052 

㈱ ○ ○ 物 産 


